
『
倶

舎

論

』

に

お

け

る
a
b
h
i
d
h
a
r
m
a

の

定

義

と

p
ra
jn
a

田

崎

國

彦

仏
教
独
自
の
用
語
で
あ
る

ab
h
idh
a
rm
a

の
北
伝
系
に
お
け

る
語

(1
)

義
解
釈

(
nirv
aca
na)
は
、
神
泰

『
倶

口論
疏
』
(巻

二
)
に
よ
,
 
れ
ば

『波

沙
論
』
(巻
一
)
の
十
二
論
師
二
十
四
釈
を
は
じ
め
と
し
て
三
十
六
釈
あ

り
と
さ
れ
、
古
来
様
々
に
解
釈

・
論
議
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

(2
)

る
。
特
に
近
年

の
研
究
に
あ

っ
て
は

『
倶
舎
論
』

の
記
述
を
中
心
と
し

て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
a
b
h
i
-
d
h
a
m
a

の
C
o
m
p
o
m
d解

釈
や

ab
h
id
ha
rm
a
と

p
ra
jn
似
と
の
関
係
な
ど
、
十
分
に
解
明
さ
れ

た
と
は
言

い
難
い
。
本
稿
は

『
倶
舎
論
』
に
お
け
る

a
b
h
id
h
a
r
ma
の

定
義
を
取

り
あ
げ
、
そ
れ
を
修
行
道
と
の
関
係
に
お
い

て
把

握

し
、

ab
h
id
h
a
rm
a

の
語
義
そ
の
も
の
が
有
す
る
実
践
的
な
側
面
を
明
ら
か

に
t
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(3
)

満

増

の

『
倶

舎

論

』

註

L
a
k
s
a
n
a
n
u
s
a
r
in
i
(
L
A
)
に

よ

れ

ば
、

a
び
h
id
h
a
rm

a

の
定

義

は

次

の

よ

う

に

構

成

さ

れ

て

い

る
。

自

性

(
sv
a
b
h
a
v
a
)
…
…

p
r
a
jn
a
が

勝

れ

た

も

の

(
p
r
ad
h
a
n
a)
と

な

っ
て

い

る

五
薩

種

類

(p
ra
b
h
e
d
a)
…
…
勝

義

と
世

俗

の

a
b
h
id
h
a
r
m
a

語
義
解
釈
…
…
浬

藥
や
法
相

に
対
向
す

る
こ
と

(
ab
h
im
u
kh
a
)

(4
)

こ

の
定

義

は
、

『
婆

沙

論

』

(養

)

に
展

開

さ

れ

る

a
b
h
id
h
a
r
m
a

の
自
性

・
種
類
に
関
す
る
考
察
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
法
救
造

『
雑
心

論
』
(巻
一
)
中
の
二
種

の
語
義
解
釈

で
あ
る

「名
者

諸

論

中

勝
、

(5
)

趣
ご
向
解
脱
ご

(
-
線筆
者
)
の
う
ち
よ
り

「趣

向
」
を
採
用
し
て
語
義

解
釈
を
行

っ
た
も

の
で
あ
る
。
「趣
向
」
の
原
語
と
し
て
は

『
倶
舎
論
』

と
同

一
の

ab
h
im
u
k
h
a
が
想
定
さ
れ
る
。
世
親
は
説

二
切
有
部

の
伝

統
を
忠
実
に
継
承
し
な
が
ら
も
、

ab
h
i-d
h
ar
m
a

の
前
分

ab
h
i
を

a
b
h
im
n
kh
節
と
解
し
、
そ

の
目
的
語
を
後
分

の
d
h
霞
m
a
で
は
な
く
、

浬
簗

・
法
相
-
い

ず
れ
も

『婆
沙
論
』
二
十

四
釈
中
に
見

ら

れ

る

-
と

し
、
p
rajn
a
を
重
視
し
た
語
義
解
釈
を
行

っ
て
い
る
(後
述
)
。

以
下
、

種

類

・
語

義

解

釈

と
、

順
次

考

察

し

て

い
き

た

い
。

第

一
に
、

勝

義

の

a
b
h
id
h
a
r
m
a
と

は
、

無

漏
慧

と
そ

の
随

行

(
sa
n
-

u
c
a
ra
)
、
即

ち
無

漏

の
五
慈

で
あ

る
。

こ
れ

は

『
婆

沙

論

』

(
巻

一
)
に

(6
)

「甚
深
阿
毘
達
磨
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
諸
経
を
引
用
し
、
そ
れ

を
無
漏

の
慧
根
と
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
釈
尊
証
得

の

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號

平
成
元
年
三
月
 

四
七
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『
倶

舎

論

』

に
お

け

る

ah
h
id
h
a
rm
a

の
定

義

と

p
ra
jn
a

(
田

崎
)
 

四

八

智
慧
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
無
漏
慧
は

『倶
舎
論
』

の
修
行
道
に
お

い
て
は
、
見
道
以
降
に
得
ら
れ
、
煩
悩
を
断
じ
て
浬
繋
を
体
得
す
る
智

慧
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
解
釈
の
背
景
に
は
、
発
智

・
六
足

の
阿
毘
達

(
7
)

磨
論

書

を

「
仏

説

」

と
考

え

る
有

部

の
立
場

が

あ

る

と
思

わ

れ

る
。

次

に
、

世

俗

の

a
b
h
id
h
a
r
m
a
と

は
、

有

漏

の

聞

・
思

・
修

所

成

慧
、

生
得

慧

(
u
p
a
p
a
ttip
ra
tilam
b
h
ik
a
 
P
r
a
j
n
a
)

の
四
慧

と

そ

の
随

行
、

及

び
論

書

(
sa
str
a
)
で
あ

る
。

こ
れ

ら

は
勝

義

の

a
b
h
id
h
a
r
m
a

で
あ

る
無

漏

慧

を

獲

得

す

る
た

め

の
資

糧

(s
a
m
b
h
a
ra
)

と

な

る

点

か

ら

a
b
h
id
h
a
r
m
a

と

言

わ

れ

る
。

こ
れ

に

つ

い
て

論

書

発

智

・
六

足

を
指

す
-
を

例

と

し

て
、

無

漏

慧

の
生

起

次

第

を

述

べ

る
な

ら

ぽ
、

次

の

よ
う

に
な

る
。

生
得
慧

は
、
論
書
を
聴
聞
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
そ

の
意

味

に
赴

き
、

こ
れ

(
生
得
慧
)
よ
り
聞
所
成
慧
が
生
ず
る
。
聞

所
成
慧

よ
り
思
所

成

慧

が

生

じ
、
思
所
成
慧
よ
り
有
漏

の
修
所
成
慧
が
生

じ
、
有
漏

の
修

所
成
慧

よ
り
無

漏
慧
が
生
じ
る
。

以
上

の
よ
う

に

〔
四
慧
は
〕
次
第

(
an
u
k
r
am
a
)
す

る
。

(S
A
,
 p
.
 
9
,
 
1
1
.
 
1
5
-
1
8
)
*
〔
〕
内

筆

者

の
補
。

ま

た
、

安

慧

・
満

増

は
聞

・
思

・
修

所
成

慧

に

つ

い
て

『
倶

舎

論

』

の

「
有

漏

云

々
」

の
語

を

註

釈

し

て
、

次

の
よ
う

に
述

べ

て

い

る
。

「有
漏

云
々
」
と

は
無
漏
と
区
別
す
る
た
め

で
あ
り
、

修
所

成

だ

け

が

〔
有
漏
と
無
漏

の
〕

二
種
類
あ

る
か
ら
で
あ

っ
て
、

〔
三
慧
〕
す

べ
て
に

つ
い

て
区
別
し
て
は
い
な

い
。

(T
A
 
P
 T
o
 
2
2
b
6
-
7
;
 

L
A
 P
 J
u
 
1
4
b
5
-
6
)

論

書

に
関

し

て
述

べ

た
が
、

称

友

・
安

慧

・
満

増

の
註

釈

よ

り
す

れ

ぽ
、
四
慧
が
無
漏
慧
で
あ
る
勝
義
の

ab
h
idh
a
rm
a
の
資
糧
と
な
る
在

り
方
、

或
い
は
生
起
の
順
序
は
、
〔
論
書
↓
〕

生
得
慧
↓
聞
所
成
慧
↓(8

)

思
所
成
慧
↓
有
漏
の
修
所
成
慧
↓
無
漏

の
修
所
成
慧
、

即

ち
無
漏
慧

(例
え
ば
八
忍
・
八
智
な
ど
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
慧
・

論
書
は

「
直
接
に
、
或
い
は
次

々
と
」
(saksat
 Param
p
ary
en
a
 va)
、無

漏
慧
獲
得
の
資
糧
と
な

っ
て
い
る
。

次
に
、
p
ra
jn
a

が
何
故

に

ab
h
id
h
arm
a

で
あ
る
の
か
と
い
う
命

名
の
因
由
を
述
べ
た
語
義
解
釈
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。
こ
れ
は
、
原

文
が
問
題
と
な
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
相
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

*

線
筆

者
。

(9
)

桜

部
建

博

士

は

チ

ベ

ッ
ト
訳

に
-
線

d
h
a
r
m
a
の
語

が

な

い

こ
と

を

(1
0
)

理
由
に
、
こ
の

dh
a
rm
a
を
削
除
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
理

解

は
、

『
倶
舎
論
』

の

ab
h
idh
a
rm
a
語
義
解
釈
に
関

し
て
、
「
原
語
義
に
帰

(
1
1
)

っ
て

い
る

よ

う

に
見

え

る
」
、
つ
ま

り

a
b
h
i
-dh
a
r
m
a
を

原

始

仏

教

の

用

例

・
解

釈

で
あ

る

P
r
e
p
o
s
itio
n
a
l
 C
o
m
p
o
u
n
d

と

見
、

後

分

の

d
h
a
rm
a

を

a
b
h
i
の
目

的

語

と

解

し
、

a
b
h
i-
d
h
a
rm
a
を

「
法

に
対

し

て

」
「
法

に
対

す

る

こ
と

」

と

考

え

る

も

の
で
あ

ろ
う
。

し

か

し

な
(
1
2
)

が

ら
、

称

友

の
註

釈

中

の
"

a
b
h
im
u
k
h
o
 d
h
a
r
m
o
,
 bh
id
h
a
r
m
a
h
"

や

C
o
m
p
o
u
n
d

解

釈

よ

り
す

れ

ば
、

彼

の
使

用

し

た

『
倶

舎

論

』
本
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文

に

は

d
h
a
r
m
a

の
語

が

あ

っ
た

も

の
と

思

わ

れ

る
。

ま

た
、

安

慧

は

前

引

用

の
文

を
註

釈

し

て
次

の

よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

こ
の
う
ち
、
春
属
を
有
す
る
無
漏
慧
を
自
体
と
す
る
ダ

ル
マ
で
あ

る

「
こ

れ
(
ay
a
m
)
」
は
、
究
極

の
目
的
と

し
て
の
ダ

ル

マ
で
あ
る
浬
藥
に
、
或

い
は

法
相

に
対
向

せ
し
め
る

d
h
a
r
m
a
で
あ
る
か
ら
、
a
b
h
id
h
a
rm
a
で
あ
る
。

(
T
A
 
P
 
T
o
 
2
4
a
8
-
2
4
b
1
;
 
D
 
T
h
o
 
1
9
b
4
)

以
上

の
よ

う

に
、

称

友

・
安

慧

の
註

釈

か

ら

推
定

し

て
、

世

親

の
著

し

た

『
倶

舎

論

』

に
は
、

問

題

の

d
h
a
r
m
a
の
語

が

あ

っ
た
も

の
と

考

え

ら
れ

る
。

従

っ
て

『
倶

舎

論

』
に

お
け

る
世

親

の
a
b
h
i
-
d
h
a
r
m
a

語

義

解

釈

は

「
-
に
対

向

す

る
ダ

ル

マ
」

で
あ

り
、

a
b
h
i
の
目

的

語

は
浬

薬

或

い

は
法

相

と

い
う

こ

と

に

な

る
。

そ

し

て
、

こ

の

C
o
m
p
o
u
n
d

解

釈

が

広
義

の

T
a
tp
u
r
u
s
a
、

つ
ま

り

K
a
r
m
a
d
h
a
r
a
y
a

で
あ

る
と

(
1
3
)

い
う
こ
と
は
、
称
友
が
詳
細
に
文
法
的
説
明
を
す
る
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
「何
が
浬
葉

・
法
相
に
対
向
す
る
ダ

ル
マ
で
あ
る
か
」
と
い

う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

こ
れ
は
前
引
用
中
の

「ay
a
m
」
が
何
を
指
示

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
「a
y
am
」
を
勝
義

の

ab
h
id
h
a
rm
a

(
1
4
)

で
あ
る
無
漏
慧
と
そ
の
随
行
と
考

え

る
安

慧
と

『
倶
舎
論
疏
』

の
法

(
1
5
)

宝
、
勝
義
と
世
俗
の
a
b
h
i
d
h
a
r
m
a
で

あ
る
四
慧
と
そ
の
随
行
、

及
び

(
1
6
)

論
書
と
考
え
る
称
友
な
ど
各

々
理
解
は
別
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
p
ra
-

Un

と
そ

の
随
行
と
考
え
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
世
親
は
、
p
rajn
a

の
働
き
を
重
視
し
、
こ
の

p
rajn
a
が

「浬
薬
、
或

い
は
法
相
に
対
向

す
る
ダ

ル
マ
」
で
あ
る
と
考
え
、
語
義
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う

し

た
定

義

は
発

智

・
六
足

と

い
う

根

本

阿

毘
達

磨

論

書

が

作

成

途

上

に

あ

る

と
き

で

は
な

く
、

す

で

に
成

立

し

た

あ

と

で
な

さ

れ

た

も

の
と

思

わ

れ

る
。

今

ま

で
述

べ

て
き

た

よ
う

な
慧

を
重

視

し

た

a
b
h
id
h
a
rm
a
解

釈

で

は

な

い
が
、

『
倶

舎

論

』

と

同

じ

K
a
rm
a
d
h
a
r
a
y
a

に
立

つ
も

の
が
、

世

親

作

と

さ

れ

る
論

書

中

に
も

見

い
出

さ

れ

る
。
M
a
h
a
y
a
n
a
s
u
t
r
a
l
a
-

m
k
a
r
a

(
D
h
a
r
m
ap
a
ry
e
st
y
a
d
h
ik
a
ra
)

の
長

行

中

に
述

べ

ら
れ

る

四
種

の

a
b
h
id
h
a
r
m
a

解

釈

中

の
第

一
と

し

て
、
"
n
ir
v
a
n
a
b
h
im
u
k
h
o

(
1
7
)

d
h
a
r
m
o
,
 
b
h
id
h
a
r
m
a
h
"
が

あ

げ

ら
れ

て

い

る

こ
。

の
文

は

n
ir
v
a
n
a

が

無

住
処

浬

葉

に
代

替

さ

れ

て
、

世

親
作

と

さ

れ

る
M
a
h
a
y
a
n
a
s
a
m
-

(
1
8
)

g
ra
hab
h
a
sy
a
中
に
も
見
ら
れ
る
。

勝
義

の
ab
h
idh
arm
a
を
無
漏
慧
と
そ
の
随
行
と
す
る
解
釈
は
悟
り

の
立
場
よ
り
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
世
俗

の
a
b
h
idh
arm
a
を
四

慧
と
そ

の
随
行
、
論
書
と
す
る
解
釈
は
、
言
わ
ば
修
行
者

の
立
場
よ
り

な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
特

に
後
者
は
、
a
b
h
idh
a
rm
a

の
語
そ

の
も

の
が
す
で
に

「
智
慧
の
開
発
」
を
内
包
し
て
お
り
、
前
述
し
た
生
得
慧

よ
り
無
漏
慧

の
生
起
に
至
る
順
序
は
、
修
行
道

に
お
け
る

p
ra
jn
a
の

深
ま
り
の
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
そ
の
ま
ま

『倶
舎
論
』
賢
聖
品
の
修
行
道

に
対
応
す
る
。

『
倶
舎
論
』
の
修
行
道

(表
-
参
照
)
は
、

主
と
し
て

『婆
沙
論
』
、

『
雑
心
論
』
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
も

の
で
、
「
入
修
の

二
門
」
に

至
る
修
行
項
目
は

『
婆
沙
論
』
な
ど
に
散
説
さ
れ
た
も
の
を
集
め
て
い

『
倶
舎
論

』
に
お
け
る
a
b
h
i
d
h
a
r
m
a

の
定
義
と

p
ra
jn
a

(
田

崎
)
 

四
九
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『倶
舎
論
』

に
お
け
る
a
b
h
i
d
h
a
r
m
a
の

定
義

と

p
ra
jn
a

(
田

崎
)
 

五
〇

る
。
特
に
、
三
慧
説
は

『
雑
心
論
』
賢
聖
品
の
四
念
住
の
と
こ
ろ
で
補

足
的
に
説
明
し
て
い
た
も
の
を
表
中
の
位
置
に
移
項
さ
せ
、
v
aib
h
a
-

(
1
9
)

sik
a
の
三
慧
説
を
し
り
ぞ
け
て
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
三
慧
は

修
行
道
を
貫
く
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

紙
数

の
都
合
上
修
行
道
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
戒
に

住
し
、
聞

・
思
を
実
践
し
て
各
々
の

P
ra
n
a
を
身

に
つ
け
、
身
心
遠

離
、
少
欲

・
喜
足
と
修
習
し
て
修
行
道
を
歩
む

に
ふ
さ
わ
し
い

「器
」

と
な
る
。
そ
し
て
、
更
に
入
修
の
二
門
を
修
行
者
各
人
の
気
質

に
合
わ

せ
て
修
習
し
、
は
じ
め
て
s
a
m
a
d
h
i
を
達
成

す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

修
所
成
慧
を
獲
得
し
、
四
念
住
、
更
に
四
諦
観

で
あ
る
四
善

根

に
至

る
。
そ
の
後
、
修
行
者
は
見
道
に
お
い
て
無
漏
慧
、
即
ち
無
漏

の
修
所

成
慧
を
獲
得
し
、
煩
悩
を
断
じ
浬
藥
を
証
得
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
『
倶
舎
論
』
の
修
行
道
を

p
ra
jn
a
を
中
心
と
し
て
考
察
す

る
時
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は

P
rajn

の
深
ま
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
世
親
の

ab
h
id
h
ar
m
a
の
定
義
は
、
慧

の
働

き
を
重
視
し
、
修
行
道
と
い
う
実
践
的
な
意
味

を
内
に
孕
ん
だ
も
の
と

な

っ
て
い
る
。
ab
h
idh
arm
a

は
従
来
言
わ

れ

て
き
た
よ
う
な

「法

に
対
向
す
る
こ
と
」

つ
ま
り
は

「
法
の
研
究
」

と
い
う
意
味
あ
い
ば
か

り
で
な
く
、
「浬
葉
、
或
い
は
法
相
に
対
向
す
る
ダ

ル
マ
」
と
し

て
修

行
道
と
深
く
関

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
少
な
か
ら

ず
、
世
親
は
、
a
b
h
i
d
h
a
m
a
の
語
の
有
す
る
実
践
的
な
意
味
を
深
く

『倶舎論』 における修行道(AKBh, p. 334-)〔 表1〕
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意
識
し
、
ab
h
id
h
a
rm
a

の
定
義
-
特

に
語
義
解
釈
-
を

述
べ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

略
号
表

1

卍
続
蔵
経

(
第

三
十
八
冊
)

二
七
九
左

2

井

ノ
口
泰
淳

「
ヤ
シ

ョ
ー
ミ
ト
ラ

・
倶
舎

論
疏

に
お

け

る

a
b
h
id
h
a
-

rm
a

の
語

義
解
釈

に
就
て
」
『
印
仏
研

』

一
-
二

昭
和
二
十
八
年

井

ノ
口
泰

淳

「
K
a
r
m
a
d
h
a
r
a
y
a
に

つ
い
て
」
『
印
仏
研

』

三
-
二

昭

和
三
十
年

玉
井
威

「
「阿

毘
達
磨
」
名
義
考
」
『
東
海
仏
教
』

三
十

一
輯

昭
和

六
十

一
年平

川
彰

T
h
e
 m
e
a
n
in
g
 o
f
 D
h
a
rm
a
 a
n
d
 A
b
h
id
h
a
r
m
a
 (
"
I
n
d
i

渡

辺

文

磨
"

P
h
i
lo
s
o
p
h
y
 
a
n
d
 
i
t
s
 D
e
v
o
lo
p
m

e
n
t
 i
n
 
th
e
 
N
ik
a
y
a

桜
部
建

『倶
舎
論
の
研
究

界

・
根
品
』
法
蔵
館
昭
和
五
十
年

th
e
 
S
c
h
o
o
l
 
o
h
 O
rie
n
ta
l
 
an
d
 A
fr
io
an
 S
tu
d
ie
s
,
 

L
on
d
o
n

(
こ
の

論
文
は
参

照
で
き
な
か

っ
た
)

3
 
P
 e
d
.
,
 
N
o
.
 
5
5
9
4
,
 

J
u
 
1
6
b
2
-
3
.
 

4
 
T
.
 
2
7
.
 
2
c
-
4
c
.

5
 
T
.
 
2
8
.
 
8
7
0

a
.

6
 
T
.
 
2
7
.
 
2
c
-
3
b
.
 

こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
諸
経
と
現
存

阿
含
と

の
比
定

・

比
較

は
国
訳

一
切
経
毘
曇
部
七

(
木
村
泰
賢
訳
)

の
校
訂
者
東
洋
大
学
森

章

司
教
授

に
よ

っ
て
巻
末

の
補
註

に
お
い
て
な
さ
れ

て
い
る
。

7
 
a
b
h
id
h
a
rm
a
を
仏
説
と

す

る

v
a
ib
h
a
sik
a
と

非

仏

説

と

す

る

S
a
g
r
an
tik
a
の
論
争

に

つ
い
て

は
、
T
A
P
 
T
o
 
2
7
a
7
-
3
0
a
1
参

照
。

8

見
道

以
降

の
無
漏
慧
が
修

所
成
慧

で
あ
る

こ
と

に
つ
い
て
は
、
西

義
雄

『
阿
毘
達
磨
仏
教

の
研
究
』
(
国
書
刊
行
会

昭
和

五
十
年

p
p
.
 
5
9
4
-
5
9
5
)

参

照
。

9
 
T
ib
-A
K
B
h
,
 
P
 
O
u
 
2
8
b
6
-
7
;
 

D
 K
u
 
2
7
a
7
.
 

10

桜
部
建
前
掲
書

(
p
.
 
1
3
8
)

注
記
3
1
1

桜
部
建
前
掲
書

p
3
 
2
2
.
 

12
 
S
A
,
 p
.
 
9
,
 

1
.
 
2
4
.

rm
ille
r
,
 
P
a
r
t
.
 
1
,
 

p
.
 
3
6
.
 

ま
た
、

安
慧
註

『
経
荘
厳
釈
疏
』

に

つ
い
て

は
鳳
下
参
照
。
P
 
M
i
 
1
7
6
b
5
-
7
.

18
 

D
 N
o
.
 
4
0
5
0
,
 

R
i
 
1
2
3
a
5
.
 

そ

の
他

に

は
、
『
釈
軌
論
』

の
中

に
も
、

十

二
分
教
中

の

U
p
a
de
s
a
を

m
a
t
rk
a
と
し
、
a
b
h
i
dha
r
m
a
と
す

る
解

釈
が

あ
り
、
「
U
p
a
d
e
s
a

は

a
b
h
id
h
a
r
m
a
と
も
言

わ
れ
る
。
相

を
顧
倒
潜

く

説
く

こ
と

に
よ

っ
て
法
相
に
対
向

せ
し

め
る
か
ら

で
あ

る
」
(P
 
Z
o
.

5
5
6
2
,
 

S
i
 
9
7
b
4
)
と

説

か
れ

て
い
る
。

19

世
親
自
説

(
ity
 
A
c
a
r
y
a
h

)
と
さ
れ
る

三
慧
説

は
、
安
慧
作

の

『
唯
識

三
十
頒
釈
』

(
ed
.
 by
 L
ev
i
,
 
p
.
 
2
6
,
 
1
1
.
 
1
2
-
1
3
)
、

及

び

『
大
乗
広

五
纏

論
』
(
P
 
Hi
 
2
0
b
7
-
2
1
a
2
)
に

ほ
ぼ
同
文
が
見

ら
れ
る
。

〔他

注
省
略

〕

<
キ

ー
ワ
1
ド
>

P
rajn
a
,
 
a
b
h
id
h
a
r
m
a
,
 
修
行
道

(
東
洋
大
学
大
学
院
修

了
)

『
倶
舎

論

』

に

お

け

る

a
b
h
id
h
a
rm
a

の
定

義

と

p
ra
jn

(
田

崎

)
 

五

一
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